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◯
第
64
回
の
定
期
総
会
も
無
事
終

わ
っ
た
。今
、二
期
目
の
会
長
職
を
任

さ
れ
身
を
引
き
締
め
て
い
る
。期
待
を

背
負
う
新
た
な
役
員
諸
氏
を
前
に
、原

点
回
帰
を
胸
に
刻
ん
で
、チ
ー
ム
力
・

組
織
力
で
業
務
の
成
果
を
上
げ
よ
う

と
訴
え
、「
社
長
（
会
長
）な
ん
て
偉
く

も
な
ん
と
も
な
い
。課
長
、部
長
、盲
腸

と
同
じ
だ
。要
す
る
に
命
令
系
統
を
示

す
記
号
に
過
ぎ
な
い
。切
れ
味
の
鋭
い

上
司
も
い
る
が
メ
ン
ツ
に
こ
だ
わ
っ

て
ア
イ
デ
ィ
ア
を
葬
り
か
ね
な
い
盲

腸
並
み
も
い
る
。現
実
の
社
会
（
教
育
）

で
起
こ
り
が
ち
な
弊
害
へ
の
目
配
り

が
必
要
だ
…
」と
。ホ
ン
ダ
の
創
業
者

本
田
宗
一
郎
氏
の
言
葉
を
借
り
て
心

情
を
語
っ
た
。聊
か
緊
張
し
た
。い
よ

い
よ
、今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
〈
安
寧
と

幸
せ
を
求
め
て
〉の
具
体
的
な
歩
み
が

始
ま
る
。行
く
先
に
課
題
は
山
積
し
て

い
る
。

◯
本
部
主
催
の
第
二
回
教
育
フ
ォ
ー

ラ
ム
東
京
・
２
０
１
７
が
5
月
16
日
、

「
答
申
か
ら
本
会
の
将
来
像
を
考
え

る
」を
テ
ー
マ
に
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
で
開
催
さ
れ
た
。重
鎮
の
大
橋
俊
郎

氏
の
〈
私
と
東
京
都
退
職
校
長
会
〉と

題
し
た
基
調
講
演
か
ら
多
く
を
学
ん

だ
後
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形

式
で
最
大
の
課
題
で
あ
る
会
則
改
正

へ
の
集
中
審
議
を
し
た
。各
支
部
の
実

情
を
背
負
っ
た
8
名
の
パ
ネ
ラ
ー
と

一
一
七
名
の
会
員
の
熱
気
が
会
場
に

溢
れ
た
。こ
の
日
の
参
加
者
か
ら
も
支

部
の
悩
み
や
苦
し
み
が
吐
露
さ
れ
、未

来
に
託
す
る
真
剣
な
眼
差
し
が
感
じ

と
れ
た
。ボ
ー
ル
は
歴
史
と
伝
統
を
持

つ
43
支
部
に
投
げ
ら
れ
た
。「
会
員
の

総
意
に
基
づ
く
新
し
い
会
則
の
実
現
」

と
「
明
日
に
期
待
す
る
組
織
の
再
編
」

を
期
待
し
た
い
。こ
の
可
能
性
へ
の
挑

戦
で
会
員
の
モ
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

高
ま
る
こ
と
を
信
じ
て
い
る
。

◯
今
年
も
多
く
の
支
部
を
訪
ね
、会
員

の
皆
様
に
お
会
い
す
る
楽
し
み
を
実

感
し
て
い
る
。約
五
〇
〇
の
地
名
が
あ

る
と
い
わ
れ
る
東
京
。そ
れ
ぞ
れ
の
土

地
の
歴
史
や
話
題
、街
の
表
情
な
ど
に

ふ
れ
る
。あ
る
時
は
最
寄
り
の
駅
か
ら

会
場
ま
で
バ
ス
に
揺
ら
れ
て
40
分
。た

ま
に
、地
域
の
神
社
・
仏
閣
に
手
を
合

わ
せ
る
。由
緒
あ
る
地
名
ば
か
り
で
な

く
、身
近
な
あ
の
町
こ
の
町
の
顔
を
見

る
。風
情
は
絶
え
間
な
く
変
化
し
て
心

を
豊
か
に
す
る
。訪
ね
た
あ
の
支
部
、

こ
の
支
部
の
存
在
も
然
り
な
の
だ
。64

年
の
歳
月
に
各
支
部
の
礎
を
創
っ
た

先
人
の
努
力
に
驚
く
。〈
継
続
は
力
〉。

会
員
の
心
根
に
励
ま
さ
れ
、決
意
新
た

に
会
場
を
後
に
す
る
。ま
も
な
く
、支

課
題
山
積
、教
育
の
弊
害
へ
の
目
配
り
を

―
最
年
少
棋
士
に
内
在
す
る
教
育
の
原
点
―

東
京
都
退
職
校
長
会
　
会
長
　
多
田
　
丈
夫

P1　巻頭言　会長挨拶
P2　第 64 回総会報告
P4　祝　ご長寿
P5　功労会員・本部役員
　　支部長・顧問・参与
P6　平成 28 年度決算書
P7　平成 29 年度事業計画
P8　平成 29 年度予算書

P9　 春の叙勲・
高齢者叙勲受章会員
湯島の動静

P10　第１回会員研修会
P12　「第２回教育フォーラム・

イン東京 2017」の開催
P13　支部だより
P15　応募コーナー
P16　物故者、応募コーナー

編集後記

主な記事
部
総
会
へ
の
訪
問
も
終
わ
る
。人
と
の

出
会
い
や
さ
さ
や
か
な
声
援
に
心
は

実
に
軽
や
か
で
あ
る
。

◯
私
は
5
月
10
日
の
総
会
で
最
年
少

棋
士
、14
歳
の
藤
井
聡
太
四
段
の
16
連

勝
を
話
題
に
し
た
。当
時
、「
同
じ
人
間

と
は
思
え
な
い
読
み
の
深
さ
と
速
さ

だ
」と
並
み
居
る
プ
ロ
棋
士
た
ち
が
絶

賛
し
て
い
た
。今
や
破
竹
の
勢
い
で
29

連
勝
。30
年
ぶ
り
の
新
記
録
と
か
。常

に
、自
然
体
で
凄
み
の
あ
る
勝
負
も
驚

き
だ
が
、あ
の
「
謙
虚
さ
と
礼
儀
正
し

い
人
柄
」に
こ
そ
教
育
の
原
点
が
内
在

し
て
い
る
と
感
じ
た
。彼
は
勝
利
に

「
僥
倖
」と
い
う
言
葉
を
残
し
た
。
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第
六
十
四
回
定
期
総
会
が
盛
会
の

う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

司
会　

宇
津
木
順
一
副
会
長

一　

開
会
の
こ
と
ば

　
　
　
　
　
　

中
岡
啓
子
副
会
長

二　

国
歌
斉
唱

　
　
　

指
揮　

宮
下　

洋

　
　
　
　
　
　
（
武
蔵
野
・
三
鷹
）

三　

綱
領
唱
和　

黒
田
貞
夫
副
会
長

四　

物
故
会
員
に
黙
祷

28
年
度
物
故
会
員　

一
七
一
名

五　

多
田
丈
夫
会
長
挨
拶
（
要
旨
）

　

東
京
都
教
育
庁
教
育
監　

出
張
吉

訓
様
を
は
じ
め
多
数
の
ご
来
賓
の

方
々
に
ご
出
席
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
本
日
は
叙
勲
の

栄
誉
に
輝
い
た
先
生
方
や
米
寿
・
喜

寿
を
迎
え
ら
れ
た
先
生
方
々
を
お
迎

え
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
三
十
年
程
前
で
し
た
か
一

台
一
〇
〇
万
円
も
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
見
て
驚
き
、
そ
の
後
学
校
に
パ

ソ
コ
ン
が
配
置
さ
れ
、
埃
を
か
ぶ
っ

て
い
る
と
教
育
委
員
会
か
ら
お
叱
り

を
受
け
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
が
ス
マ
ホ
の
よ
う
に
手
の
ひ
ら
で

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
世
界
の
情
報
が

簡
単
に
キ
ャ
ッ
チ
出
来
る
よ
う
に
な

り
、
今
や
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
国
境
な

き
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

一
四
〇
文
字
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
が
世
界

を
震
撼
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
社
会
の
進
展
を
誰
が
予
想
し
た
で

し
ょ
う
か
。

　

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

最
年
少
棋
士
一
四
歳
の
藤
井
聡
太

君
、
負
け
知
ら
ず
の
一
六
連
勝
で
将

棋
界
に
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
て
い
ま

す
。
他
に
サ
ッ
カ
ー
界
の
久
保
建
英

君
、卓
球
界
の
平
野
美
宇
さ
ん
、フ
ィ

ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
界
の
三
原
舞
依
さ

ん
等
々
十
代
の
若
者
が
台
頭
し
、
世

界
を
舞
台
に
堂
々
の
活
躍
を
す
る

ニ
ュ
ー
ス
が
連
続
し
て
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
教
育
改
革
も
急
ピ
ッ
チ
で

す
。
様
々
な
教
育
課
題
に
着
目
し
つ

つ
我
々
は
東
京
都
教
育
委
員
会
と
進

め
て
い
る
人
材
バ
ン
ク
の
事
業
、
採

用
前
実
践
的
指
導
力
養
成
講
座
の
二

つ
の
委
託
事
業
を
着
実
に
前
進
さ
せ

な
が
ら
今
後
も
組
織
を
あ
げ
て
国
際

都
市
東
京
の
教
育
に
寄
与
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
教
委
や
関
係
諸
団
体
と

の
ウ
イ
ン
ウ
イ
ン
の
関
係
を
堅
持
し
、

学
校
経
営
に
日
夜
奮
闘
し
て
い
る
校

長
先
生
方
に
心
か
ら
エ
ー
ル
を
送
っ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

六　

来
賓
祝
辞
（
要
旨
）

・
東
京
都
教
育
庁

　

教
育
監　

出
張　

吉
訓　

様

　

本
日
お
集
ま
り
の
皆
様
に
は
東
京

都
の
園
長
、
校
長
先
生
と
し
て
こ
れ

ま
で
東
京
都
の
教
育
の
充
実
・
発
展

の
た
め
一
方
な
ら
ぬ
ご
尽
力
を
頂
き

ま
し
た
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま

す
。

　

さ
て
昨
年
七
月
、
小
池
百
合
子
知

事
に
よ
る
都
政
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し

ま
し
た
が
今
年
の
一
月
、
教
育
の
根

本
方
針
と
な
り
ま
す
『
東
京
都
教
育

施
策
大
綱
』
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
一
つ
に
、
教
師
の
力
、

学
校
力
の
強
化
を
図
る
た
め
の
専
門

家
の
積
極
的
な
活
用
、
家
庭
・
地
域

と
の
連
携
や
学
校
の
組
織
力
の
強
化

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り

ま
す
。

　

都
教
育
委
員
会
で
は
様
々
な
分
野

の
優
れ
た
外
部
人
材
を
活
用
し
学
習

指
導
や
部
活
動
等
の
充
実
を
図
る
た

め
人
材
バ
ン
ク
事
業
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
退
職
校
長
会
に
は
本
事
業

の
普
及
や
学
校
へ
の
適
切
な
人
材
の

紹
介
等
お
力
添
え
を
頂
い
て
お
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
度
は

延
べ
四
一
〇
〇
名
を
学
校
に
紹
介
す

る
こ
と
が
出
来
、
学
校
力
の
一
助
と

な
っ
て
お
り
、
大
綱
の
趣
旨
に
合
致

し
た
大
変
重
要
な
事
業
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、『
採
用
前
実
践
的
指
導
力

養
成
講
座
』
を
実
施
し
て
お
り
、
退

職
校
長
会
の
皆
様
に
は
全
面
的
な
ご

第
六
十
四
回
総
会
報
告
期
日　
平
成
29
年
5
月
10
日

会
場　
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス



第197号 東京都退職校長会会報 平成29年7月24日

― 3 ―

協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度

は
延
べ
一
〇
〇
〇
名
近
い
方
に
お
力

添
え
を
頂
き
、
き
め
細
か
な
ご
指
導

を
行
っ
て
頂
い
た
こ
と
に
よ
り
、
受

講
生
か
ら
も
様
々
な
前
向
き
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も

退
職
校
長
会
の
組
織
力
の
賜
物
で
あ

る
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

・
全
国
連
合
退
職
校
長
会

　

会
長　

戸
張　

敦
雄　

様

　

東
京
都
退
職
校
長
会
は
多
田
丈
夫

会
長
を
中
心
に
し
て
い
つ
も
こ
の
よ

う
に
明
る
い
雰
囲
気
で
の
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
非
常
に
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

　

全
国
連
合
退
職
校
長
会
は
文
部
科

学
省
や
中
央
教
育
審
議
会
か
ら
存
在

感
を
認
め
ら
れ
て
参
り
ま
し
た
。
こ

の
六
月
に
は
「
働
き
方
改
革
」
に
つ

い
て
の
意
見
を
述
べ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
お
誘
い
を
頂
戴
す
る
機
会
に

も
恵
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
三
月
に
告
示
さ
れ
た
学
習
指

導
要
領
、
そ
れ
が
や
が
て
実
施
さ
れ

て
参
り
ま
す
と
学
校
の
姿
が
相
当
大

き
く
変
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
思
わ

れ
ま
す
。
し
か
し
、「
学
校
と
い
う

と
こ
ろ
は
学
問
の
修
得
を
通
し
て
人

間
形
成
を
行
う
場
で
あ
る
」
と
い
う

学
校
観
は
い
さ
さ
か
も
変
わ
り
は
な

い
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の

考
え
で
今
後
も
進
め
て
行
こ
う
と
思

い
ま
す
。

・
都
国
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
長
会

　

会
長　

桶
田　

ゆ
か
り
様

　

入
学
式
・
入
園
式
が
終
わ
り
一
カ

月
経
ち
ま
し
た
。
連
休
も
終
わ
り
子

供
た
ち
は
落
ち
着
い
て
教
育
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
は
少
し
忙
し
い
時
期
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
月
に
新
幼
稚
園
教
育
要
領
、
学
習

指
導
要
領
が
告
示
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

今
回
の
改
訂
で
キ
ー
ワ
ー
ド
と
言

わ
れ
て
い
る
こ
と
に
「
縦
軸
」
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
義
務
教
育
の

終
わ
り
ま
で
、
あ
と
は
十
八
歳
の
終

了
ま
で
に
激
し
く
移
り
変
わ
る
社
会

に
生
き
抜
い
て
い
く
力
を
育
て
て
い

く
た
め
に
は
ど
う
い
う
資
質
・
能
力

が
あ
っ
た
ら
い
い
の
か
、
を
考
え
な

が
ら
各
校
進
め
て
い
き
ま
す
。
幼
稚

園
は
幼
稚
園
な
り
に
ど
の
よ
う
な
基

礎
を
育
て
次
の
小
学
校
に
し
っ
か
り

バ
ト
ン
を
渡
し
て
い
か
な
く
て
は
い

け
な
い
の
か
、
そ
の
よ
う
な
見
直
し

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
年

だ
と
思
い
ま
す
。 

◎
来
賓
紹
介

・
東
京
都
教
育
庁

教
育
監　

出
張　

吉
訓　

様

・
東
京
都
教
育
庁
人
事
企
画
担
当

　

部
長　

鈴
木　

正
一　

様

・
同　

指
導
部
企
画
推
進
担
当

　

課
長　

榎
並　

隆
博　

様

・
同　

指
導
部
義
務
教
育
指
導
課　

課
長　

栗
原　

宏
成　

様

・
東
京
都
教
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー

　

企
画
部
企
画
課

　

課
長　

児
玉　

大
祐　

様

・
同　

研
修
部
授
業
力
向
上
課

　

課
長　

堀
田　

直
樹　

様

・
東
京
都
教
職
員
互
助
会
経
営
企
画

部
長　

山
田　

利
朗　

様

・
同　

経
営
企
画
部
互
助
事
業　

課
長　

檜
山　
　

正　

様

・
全
国
連
合
退
職
校
長
会

会
長　

戸
張　

敦
雄　

様

・
東
京
都
退
職
公
務
員
連
盟　

会
長　

坂　
　

榮
治　

様

・
日
本
教
育
公
務
員
弘
済
会

　

東
京
支
部　

支
部
長
代
理　

清
水　

政
義　

様

・
都
国
公
立
幼
稚
園・こ
ど
も
園
長
会

会
長　

桶
田
ゆ
か
り　

様

・
東
京
都
公
立
小
学
校
長
会　

事
務
局
長　

田
中　

信
夫　

様

・
東
京
都
中
学
校
長
会

事
務
局
長　

髙
橋　

忠
雄　

様

・
東
京
都
立
高
等
学
校
長
協
会　

事
務
局
長　

澤
海　

富
保　

様

・
都
民
互
助
会
代
表
取
締
役

社
長　

長
末　

眞
二　

様

七　

新
会
員
紹
介　

33
名
の
入
会
者

八　

長
寿
会
員
紹
介
・
祝
い
品
贈
呈

　
　

米
寿
代
表
挨
拶　

渡
邊
貞
之
様

　
　

喜
寿
代
表
挨
拶　

岩
谷
榮
子
様

九　

功
労
会
員
に
感
謝
状
等
贈
呈

代
表
挨
拶　
　
　

池
谷　

勇
様

十　

栄
誉
会
員
紹
介

十
一　

議
長
選
出

　

・
森　

俊
一
郎　

江
東
支
部
長

　

・
東
條　

康
永　

埼
玉
支
部
長

十
二　

議
事

　

１　

平
成
28
年
度　

会
務
報
告

　

２　

平
成
28
年
度　

決
算
報
告

　
　
　
　

同　
　
　
　

監
査
報
告

　

３　

平
成
29
年
度　

事
業
計
画
案

　

４　

平
成
29
年
度　

予
算
案

※
全
て
の
議
事
は
承
認

十
三　

議
長
解
任

十
四　

報
告
事
項

十
五　

会
歌
斉
唱指

揮　
　

宮
下　

洋

（
武
蔵
野
・
三
鷹
）

十
六　

閉
会
の
こ
と
ば

　

苗
村
崇
伶
副
会
長

◎
総
会
終
了
後　

会
員
研
修
会

◎
そ
の
後
、

会
場
を
移
し
て
の
懇
親
会
（
会
費

七
〇
〇
〇
円
）
に
は
ご
来
賓
、
会

員
約
一
六
〇
名
が
参
加
し
た
。
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百七歳　　1 名　郷司　賢吾（世田谷）
百六歳　　1 名　岸田　勝則（大田）
百二歳　　5 名　　大正 4 年 4 月 2 日～大正 5 年 4 月 1 日出生
　　　　　　　　三浦　照枝（大田）　朝倉　　徹（杉並）　　守屋　章雄（町田）　　岡部邦三郎（府中）
　　　　　　　　武内　　進（北・西）
百一歳　　4 名　　大正 5 年 4 月 2 日～大正 6 年 4 月 1 日出生
　　　　　　　　市来　康代（目黒）　瀬間　一成（神奈川）　望月　英子（神奈川）　福島　唯義（神奈川）
百　歳　　2 名　　大正 6 年 4 月 2 日～大正 7 年 4 月 1 日出生
　　　　　　　　木島　秀子（武・三）　須山　道徳（神奈川）
白　寿　  10 名　　大正 7 年 4 月 2 日～大正 8 年 4 月 1 日出生
　　　　　　　　平井　　明（杉並）　平田　　泰（杉並）　　舟生　　清（杉並）　　橘　　高信（豊島）
　　　　　　　　葛原　龍光（葛飾）　松島　朝興（武・三）　長田　定利（北・中）　市村　聰明（府中）
　　　　　　　　下田　満穂（北・西）　石原　彦文（地方）

（敬称略）　　　祝　ご長寿

高橋　　敏（千代・中央）
岩戸　　栄（台東）
本多孝一郎（目黒）
浮谷　司朗（世田谷）
奥山　信悟（世田谷）
氷田　正男（杉並）
中島敬太郎（北）
後藤　　榮（荒川）
加島　直吉（板橋）
和田　健一（練馬）
宮下　忠夫（練馬）
酒井昭次郎（葛飾）
開沼　恒治（八王子）
中島　忠雄（八王子）
河合　信夫（町田）
橋詰　義昭（日南）
田中　邦男（北・北）
辺見　兵衛（北・北）
真弓　　矢（北・北）
岸　　源三（北・中）
小林　耕一（調布）
皆川　利一（北・西）
長江　　宏（北・西）
福地　　保（西多摩）
加藤　清二（西多摩）
野本　忠晴（千葉中）
鶴岡　忠克（千葉北）
山口　和治（埼玉）
木下　靖正（埼玉）
荒木　三郎（神奈川）
新井　秀一（神奈川）

栗岩　英雄（新宿）
三井　良雄（墨田）
大久保正利（目黒）
鈴木　順一（世田谷）
有馬　正英（世田谷）
坂本　雄一（杉並）
須山　章平（北）
松原　淑子（荒川）
坂本　尚敏（板橋）
木下　村夫（練馬）
山下　　渡（練馬）
小松崎晟良（葛飾）
秀島　照次（八王子）
守屋　　健（八王子）
岡端　芳子（町田）
府川　次男（武・三）
濱　　和廣（北・北）
三木　義明（北・北）
佐久間和夫（北・中）
亀山　昭三（北・中）
平沼　剛三（狛江）
青木　幸子（北・西）
小野崎　通（北・西）
佐野　和夫（西多摩）
船越　　信（千葉南）
岸川　正登（千葉中）
阿部　三男（千葉北）
池田　瀞彌（埼玉）
清水　良雄（神奈川）
加藤　光一（神奈川）
古谷　一三（地方）

小尾　　昭（新宿）
佐々木次雄（江東）
眞野目明男（大田）
柳瀬　　修（世田谷）
嶋岡　道夫（世田谷）
清水　伴徳（杉並）
古川　洋一（北）
浅見　一男（板橋）
庄司　仁三（板橋）
廣瀬　定弘（練馬）
涌井　澄夫（足立）
樋口　　駿（葛飾）
飯島　久雄（八王子）
須田　忠治（八王子）
平井　正人（日南）
田野﨑茂樹（北・北）
篠山　　隆（北・北）
佐伯　春雄（北・北）
岡山貴美子（北・中）
松岡　忠信（府中）
宇賀　春郎（狛江）
小宮　　進（北・西）
光島　章一（西多摩）
大河内五郎（西多摩）
瀧井　正廉（千葉南）
中村知惠子（千葉西）
川上　次男（千葉北）
渡邉　喜盛（埼玉）
中原　親義（神奈川）
小林　　武（神奈川）
徳永　陽一（地方）

重田　大和（文京）
岡田　定雄（品川）
下釜　昭江（大田）
渡邊　貞之（世田谷）
石川　　久（中野）
水上　卓也（杉並）
酒井　　稔（北）
山崎　新一（板橋）
森田　嘉昭（板橋）
岡村　幸夫（練馬）
薊　　文雄（足立）
田中　　皓（江戸川）
安齊　和寿（八王子）
山北　主夫（八王子）
山上　壽子（日南）
浅野　成稔（北・北）
永松　洋一（北・北）
大野　　耕（北・北）
飯田　　勤（北・中）
大澤　俊子（調布）
國生千恵子（狛江）
近藤　正晴（北・西）
中野　一夫（西多摩）
東　　英學（西多摩）
小林　彰治（千葉中）
後藤　昌吉（千葉西）
箱田　　浩（千葉北）
佐藤　勝郎（埼玉）
中村　秀雄（神奈川）
前原　俊男（神奈川）

岡村　　茂（文京）
渡辺　幸次（品川）
太田　良夫（世田谷）
松原　新一（世田谷）
小林　照夫（中野）
立川　武男（杉並）
森川哲次郎（荒川）
小尾　辰昌（板橋）
井波　正明（板橋）
中原　慎三（練馬）
伊佐　隆一（葛飾）
岐津　俊二（江戸川）
内堀　　忍（八王子）
大野福三郎（町田）
阿久津福栄（日南）
川野　克己（北・北）
小池　竜夫（北・北）
楠瀬　敏則（北・北）
溝　　　力（北・中）
瀧井　信彦（調布）
芝田　時次（北・西）
古屋　光男（北・西）
福田　　保（西多摩）
須崎　直人（西多摩）
芝崎　茂夫（千葉中）
勝野　良臣（千葉北）
坂谷　三雄（千葉北）
佐藤　守也（埼玉）
菊地　家達（神奈川）
杉山　正昭（神奈川）

米　寿　153 名　　昭和 4 年 4 月 2 日～昭和 5 年 4 月 1 日出生

岩谷　榮子（千代・中）
湯浅　　茂（品川）
土屋　惇子（世田谷）
水谷　　弘（杉並）
清水　　健（板橋）
石川　完治（葛飾）
山本満里子（江戸川）
川村　　清（八王子）
若林　文子（町田）
岩崎　　正（日南）
伊藤　恒子（北・中）
萩原　敏文（北・西）
沖山　瑞紀（西多摩）
阿部美和子（千葉西）
太田黒　亨（埼玉）
山口　要人（神奈川）
安藤　正明（神奈川）

建守　紀子（文京）
兒玉　潔夫（品川）
丸山　延子（世田谷）
久世　　勇（杉並）
橋本　　肇（板橋）
櫻井　紀男（葛飾）
辻野　宗行（八王子）
山下　法昭（八王子）
半田　勝昭（町田）
小野　好江（日南）
小林テル子（北・中）
茂山　吉秀（西多摩）
村野　久子（西多摩）
中村　博子（千葉西）
喜村　　齊（埼玉）
布施　紀子（神奈川）
立中　幸江（地方）

永山　洋子（文京）
加藤　一俊（目黒）
荒井　正賢（渋谷）
加藤　裕美（豊島）
赤津　肇一（板橋）
細木　　茂（葛飾）
源原　重行（八王子）
加賀谷貞子（町田）
長島　靖彦（町田）
嶋　　幹夫（武・三）
有田　禮二（北・中）
伊東　重信（西多摩）
加藤健次郎（西多摩）
佐々木立雄（千葉北）
鵜殿　輝夫（埼玉）
吉川　正弘（神奈川）
石塚　清美（地方）

佐々木　賢（文京）
荻野　郁子（大田）
榎本　和男（杉並）
酒巻美津枝（北）
大澤　鷹彌（板橋）
横井　鮎子（葛飾）
山下　省藏（八王子）
中野　道代（町田）
落合　節子（町田）
小野満禎子（武・三）
村越　正則（府中）
内埜　芳男（西多摩）
中澤　崇美（千葉南）
豊嶋　任世（千葉北）
笹岡　久子（埼玉）
安尾　久子（神奈川）

猪瀬　久子（墨田）
阪田　博之（世田谷）
小林　洋子（杉並）
岡田　芳子（荒川）
黒澤　紀夫（足立）
長島　迪夫（江戸川）
多田　丈夫（八王子）
宇都宮勝彦（町田）
小俣　光雄（日南）
清水　　勇（北・北）
矢田部正照（調布）
中部　喜和（西多摩）
牧野内正美（千葉南）
清水　　豊（埼玉）
功刀　芳雄（埼玉）
長田　正夫（神奈川）

喜　寿　83 名　　 昭和 15 年 4 月 2 日～昭和 16 年 4 月 1 日出生
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功労会員（平成 28 年度以降の退任役員等）14 名（敬称略）

本会へのご功績を讃え感謝状を贈ります

支部長
　丸木　一麿（渋谷）
　池谷　　勇（北多摩西）
理事
　福利厚生部　岩﨑　　保（目黒）
　福利厚生部　市川　哲彦（西多摩）

副会長
　黒田　貞夫（埼玉）
　安達　　勉（狛江）
評議員
　山本　英夫（港）
　髙橋　　毅（目黒）

西川満智子（大田）
井口　一衛（豊島）
木口　三男（江戸川）
川村　　清（八王子）
萩原　敏文（北多摩西）
加藤　清二（西多摩）

会　長  多田　丈夫（八王子）
副会長  中岡　啓子（足立）
   　福利厚生部担当
   宇津木順一（西多摩）
   　総務部担当
   苗村　崇伶（江東）
   　会報部担当
   小久保正己（埼玉）
   　会計部担当　会計部長兼任
   桑原　利夫（江東）
   　企画調整部担当
   藤崎　武利（千葉南）
   　生涯学習部担当

総務部長 　林　　和明（世田谷）
会報部長 　梅津　通郎（武蔵野・三鷹）
福利厚生部長 　守屋　龍男（北多摩西）
生涯学習部長 　齋藤　徳蔵（千葉西）
企画調政部長 　伊地　敦子（北多摩北）

事務局長 　三辻　陽夫（日南）

監　事  　大南　英明（千葉西）
   　今井　重夫（神奈川）
   　藤井千恵子（埼玉）

平成２9年度　本部役員

千代田・中央 岩谷　榮子
港 野々山　毅

新 宿 廣澤　義夫
文 京 小林　　博
台 東 老川　秀夫
墨 田 小菅　和子
江 東 森　俊一郎
品 川 高橋　信夫
目 黒 薩日内信一
大 田 天野　正忠
世 田 谷 小林　由衛
渋 谷 五十嵐邦享
中 野 緒方　良子
杉 並 井口　　茂

北 大崎美代子
荒 川 戸叶　恒夫
板 橋 小林　和子
練 馬 内匠　英夫
足 立 伊藤　誠一
葛 飾 佐藤　晴雄
江 戸 川 奥村　信吾
八 王 子 榛葉　邦男
町 田 沖倉　啓寿
日 南 馬場　　孝
武蔵野･三鷹 田原　良敏
北 多 摩 北 阿久津州美男
北 多 摩 中 鎌田　敏雄
府 中 延藤　君雄

調 布 渡邉　　孝
狛 江 松崎　正勝
北 多 摩 西 重野　和夫
西 多 摩 宇津木順一
大 島 村田　公充
三 宅 島 淺沼　　洋
千 葉 南 渡辺　　弘
千 葉 中 菅谷廉之助
千 葉 西 藤木　三五
千 葉 北 永嶋　達夫
埼 玉 清水　　豊
神 奈 川 石川　秀治

支部長

顧　問
太田　　秀（文　京） 片岡　敦子（北多摩北）

相田新太郎（練馬）
滝澤　利夫（埼玉）
大木　英雄（千葉南）
白石　裕一（武蔵野・三鷹）

武藤　　昇（板橋）　
田野倉訓郎（西多摩）
黒田　貞夫（埼玉）
安達　　勉（狛江）

参　与
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平成 28 年度　東京都退職校長会　　一般会計決算書
1　収入総額　11,441,771 円　　2　支出総額　11,375,882 円　　3　差引残額　65,889 円

単位＝円　△収入は予算より減、支出は予算より増
収　入　の　部

款 項 目 28 年度予算額 28 年度決算額 増　減 摘　要
年 度 会 費 7,907,000 7,549,200 △ 357,800 2,500 円× 3,007 名、1,300 円× 9 名計 3,016 名
繰 越 金 84,947 84,947 0 前年度よりの繰越金
雑 収 入 500,000 1,263,042 763,042 利子、祝金、広告掲載料等
積 立 基 本 金 2,000,000 2,544,582 544,582 特別会計積立基本金より
合 計 10,491,947 11,441,771 949,824

支　出　の　部
款 項目 28 年度予算額 28 年度決算額 増　　減 摘　　要

会 議 費 450,000 479,493 △ 29,493
総 会 費 400,000 409,312 △ 9,312 総会に関する諸費（会議費、記念品費、発送費等）
役 員 会 費 30,000 70,181 △ 40,181 監査会・都公立一覧・五団体懇・全連退懇・理事会茶代等
部 会 費 10,000 0 10,000 各部の会合・資料・印刷・通信費等
各 種 委 員 会 費 10,000 0 10,000 各種委員会資料印刷・通信費等

事 業 費 4,085,000 4,162,350 △ 77,350
会員名簿発行費 170,000 166,320 3,680 会員名簿作成・発送費・通信費等
会 報 発 行 費 1,300,000 1,388,428 △ 88,428 会報 193 ～ 196 号印刷・発送費等
生 涯 学 習 費 50,000 59,748 △ 9,748 会員研修会会場費・講師謝金等
慶 弔 費 850,000 934,580 △ 84,580 香料
渉 外 費 30,000 19,714 10,286 他機関との交渉・連絡費・懇談会会場費等
ク ラ ブ 補 助 費 100,000 99,600 400 クラブ事業の助成費等
教 育 支 援 費 80,000 50,000 30,000 研修会諸経費・研修会諸経費等
会 員 増 強 費 40,000 44,140 △ 4,140 新会員入会に関する通信費等
Ｈ Ｐ 運 営 費 270,000 282,750 △ 12,750 ＨＰ維持費等
支部活動助成費 980,000 912,070 67,930 支部助成・県支部助成・振替料等
支 部 活 動 祝 金 200,000 205,000 △ 5,000 支部総会・周年行事等の祝金等
島 嶼 活 動 助 成 15,000 0 15,000 支部長会交通費一部負担

事 務 費 3,410,000 3,757,309 △ 347,309
事 務 用 品 費 70,000 168,785 △ 98,785 事務用品・消耗品等
備 品 費 10,000 10,541 △ 541 事務機器等
事 務 員 行 動 費 1,080,000 990,000 90,000 本部事務員行動費、資料作成費・事務補助員行動費等
事 務 所 費 1,850,000 1,868,867 △ 18,867 事務所借料・光熱費・電話料等
印 刷 費 50,000 86,749 △ 36,749 資料文書等印刷費・印刷機保守契約費用等
コ ピ ー 機 費 280,000 477,792 △ 197,792 コピー機リース代等
通 信 費 70,000 154,575 △ 84,575 事務局の通信連絡用諸費

交 通 費 1,220,000 1,668,730 △ 448,730 役員会・部会・事務局等の交通実費等
全連退　分担金 1,268,000 1,244,000 24,000 全連退会費
運営資金積立金 10,000 10,000 0 周年記念事業積立
会員名簿積立金 10,000 10,000 0 会員名簿発行積立
諸 費 30,000 44,000 △ 14,000 関ブロ大会参加費等（群馬県）
雑 費 5,000 0 5,000 諸雑費
予 備 費 3,947 0 3,947 予備費
合 計 10,491,947 11,375,882 △ 883,935

平成 28 年度　特別会計　決算書
1．運営資金積立金　③ 2．会員名簿積立金　④

収　　入 支　　出 収　　入 支　　出
運営資金積立金 1,725,809 会員名簿積立金 1,037,507
本年度積立金 10,000 本年度積立金 10,000
利息 14 利息 10

計 1,735,823 計 0 計 1,047,517 計 0
次年度繰越金 1,735,823 次年度繰越金 1,047,517

3．積立基本金　②
収　　入 支　　出

前年度繰越金 29,460,135 一般会計へ 2,000,000
寄付金（都民互助会） 2,202,250 書籍代 44,582
利息 5,824 会報印刷費補助 300,000

全連退会費補助 200,000

計 31,668,209 計 2,544,582
次年度繰越金 29,123,627

平成２８年度  特別会計  決算書
1．運営資金積立金　③

収　入 支　出
運営資金積立金 1,725,809
本年度積立金 10,000
利息 14
計 1,735,823 計 0

次年度繰越金 1,735,823

3．積立基本金　②
収　入 支　出

前年度繰越金 29,460,135 一般会計へ 2,000,000
寄付金
（都民互助会） 2,202,250 書籍代 44,582

利息 5,824 会報印刷費補助 300,000
全連退会費補助 200,000

計 31,668,209 計 2,544,582
次年度繰越金 29,123,627

2．会員名簿積立金　④
収　入 支　出

会員名簿積立金 1,037,507
本年度積立金 10,000
利息 10
計 1,047,517 計 0

次年度繰越金 1,047,517

―  10  ― ―  11  ―

平成２８年度  特別会計  決算書
1．運営資金積立金　③

収　入 支　出
運営資金積立金 1,725,809
本年度積立金 10,000
利息 14
計 1,735,823 計 0

次年度繰越金 1,735,823

3．積立基本金　②
収　入 支　出

前年度繰越金 29,460,135 一般会計へ 2,000,000
寄付金
（都民互助会） 2,202,250 書籍代 44,582

利息 5,824 会報印刷費補助 300,000
全連退会費補助 200,000

計 31,668,209 計 2,544,582
次年度繰越金 29,123,627

2．会員名簿積立金　④
収　入 支　出

会員名簿積立金 1,037,507
本年度積立金 10,000
利息 10
計 1,047,517 計 0

次年度繰越金 1,047,517

―  10  ― ―  11  ―
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平成 29 年度　活動方針と具体的な事業計画
1．活動方針
　本年度は、本会の輝く未来を展望した実り多い業務が企画・実践される年と位置付ける。まずは、本部と支部の組
織力を一層高め、入会促進を図りつつ、会員一人ひとりが豊かさの実感できる環境を整え、手ごたえのある具体的な
実践を期待する。
　本部は、新たにスローガン、「For the Well － Being」－安寧と幸せを求めて－を掲げ、本会の綱領が詠う「生き
甲斐づくりに貢献する」と共に、国際都市東京に生きる会員一人ひとりの心の拠り所となる第２の居場所づくりの運
営と発展に尽力する。さらに、新しい執行部体制に期待される諸事業を円滑かつ効果的に運営していく。
　そのために、次の３つの具体的方針を掲げる。

（１）本部と支部とが一体となって、健康で文化的な諸活動の促進を図り、生き生きとした存在感ある退職校長会の
確立を目指す。

（２）業務改善・基金検討委員会の「答申」が求める「会員の総意に基づく新しい会則の実現」と「明日に期待する
組織の再編」に努力する。

（３）本会の誇る会員の英知と経験を生かし、２つの教育委託事業の推進力を高め、都及び関係諸団体との一層の連
携強化を図る。

２．スローガン「For the Well-Being」－安寧と幸せを求めて－
３．各部・委員会の目標・事業計画

〈総務部〉 
1．本会の綱領や活動方針を踏まえ、各部、各組織間の連絡、調整等にあたると共に、円滑な会務運営に努める。
2．総会、評議員会、支部長会等の企画運営に当たる。また、教育フォーラムの企画運営に関する連絡・調整を担当する。
3．全連退関係の調査の把握を行うと共に、関ブロ東京大会の企画・運営・調整に努める。
4．43 支部の情報収集に努め、本部の諸課題に関する連絡・調整に努める。
5．会員増強に関する業務を担当し、会員名簿の発行及び退職予定者、退職者で未加入者の情報を的確に提供し、入

会促進に努める。
6．業務改善・基金検討委員会の「答申」から会則改正について、包括的な把握に努め、作業部会を支援する。

〈会計部〉
1．平成 26 年度に決めた「予算編成の基本原則」を遵守するよう、各部の予算執行に際し、必要に応じて指導助言をし、

適正な執行を促す。
2．43 支部との連携を随時図り、支部の会員確保や会費徴収の状況を的確に調査研究及び把握すること、本部の取り

組みを支援する。
3．事務局長と共に、各部の支出状況を随時把握し、予算の適切な支出を促すこと。
4．執行状況の中間報告を正副会長会に提示すること。

〈会報部〉
1．平成 27 年度に示した「会報誌発行の基本原則」に沿って、年 4 回の会報を発行する。発行予定日は、7 月、10 月、

1 月、4 月とする。
2．本会の活動状況と的確な支部会員の情報を把握し、「分かりやすい、より魅力のある会報誌」を目指す。
3．会報等の編集及び校正作業を行い、編集全般の責任を負う。発行にあたっては、正副会長会及び事務局長と緊密

な連携を図る。
4．各都道府県及び支部からの会報・情報誌の管理・保管に努めると共に、有用な教育情報を本会の会議に提供する。

〈福利厚生部〉
1．叙勲、米寿等の長寿者に関する支部情報の的確な把握に努め、併せて情報の収集、整理、提供に資すると共に、

慶祝する任を負う。
2．別に定める「慶弔等に関する内規」に沿って、会員の慶弔に関する事務を処理する。
3．毎年 10 月に実施される〈東京都教職員物故者追悼式〉での「追悼のことば」の遺族代表候補者を 7 月上旬までに

選定し、〈東京都教職員互助会〉に推挙する任務を負う。
4．各支部との連携を密に、長寿会員、功労会員、栄誉会員の正確な把握に努め、総会時の名簿に掲載する責任を負う。
5．新年会及び総会後に実施される懇親会の企画、推進を負う。
6．年金、高齢者医療、介護等の社会情勢からの情報提供に努める。

〈生涯学習部〉
1．各支部の生涯学習活動に関する情報収集に努め、年二回の魅力ある会員研修会を企画、運営する。
2．年二回のクラブ委員長会を運営し、活動状況、予算配分、クラブ会員の把握に努め、必要に応じて指導、助言をする。

また、クラブ活動の広報とクラブ会員の増員に努める。
3．居住する地域で活躍する会員の情報を集め、会報誌やＨＰへの掲載に尽力する。
4．福利厚生部と連携して、2 年に一度の役員歓送迎旅行の企画・実施・運営の任を負う。

〈企画調整部〉
1．総会、評議員会、支部長会等の諸会議の総合司会を担当する。
2．各部で実施する事業の具体的な調整をすると共に、実施内容の把握に努める。
3．各部が提案する資料の把握に努め、諸会合が円滑にいくよう調整をする。
4．東京都教育委員会幹部との懇談会の企画・運営・調整を行う。
5．五団体との教育懇談会の企画立案・運営を負う。
6．会長の意を体し、都教委との委託事業が円滑に推進するよう、関係の委員会への連絡・調整及び必要に応じて指

導する。
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平成 29 年度　東京都退職校長会　予算書　　一般会計
1　収入総額　10,628,889 円　　2　支出総額　10,628,889 円　　3　差引残額　0 円

単位＝円　△ 28 年度より減　
収　入　の　部

款 項 目 29 年度予算額 28 年度予算額 増　　減 摘　　要
年 度 会 費 7,763,000 7,907,000 △ 144,000 2,500 円× 3,100 名・1,300 円× 10 名

（計 3,110 名）
繰 越 金 65,889 84,947 △ 19,058 前年度よりの繰越金
雑 収 入 500,000 500,000 0 利子、祝金、広告掲載料等
積 立 基 本 金 2,300,000 2,000,000 300,000 特別会計積立基本金より
合 計 10,628,889 10,491,947 136,942

支　出　の　部
款 項　　目 29 年度予算額 28 年度予算額 増　　減 摘　　要

会 議 費 520,000 450,000 70,000
総 会 費 450,000 400,000 50,000 総会に関する諸費（会場費、記念品費、発送費等）
役 員 会 費 50,000 30,000 20,000 都公立一覧・監査会・五団体懇・全連退懇・理事会茶代等
部 会 費 10,000 10,000 0 各部の会合・資料・印刷・通信費
各種委員会費 10,000 10,000 0 教育支援活動委員会・役員選考委員会等資料作成費等

事 業 費 3,785,000 4,085,000 △ 300,000
会員名簿発行費 30,000 170,000 △ 140,000 会員名簿作成、発送費等
会 報 発 行 費 1,200,000 1,300,000 △ 100,000 会報 197 ～ 200 号印刷・発送費等
生 涯 学 習 費 60,000 50,000 10,000 会員研修会会場費・講師謝金等
慶 弔 費 850,000 850,000 0 香料
渉 外 費 30,000 30,000 0 他機関との交渉・連絡費・懇談会会場費等
クラブ補助費 100,000 100,000 0 クラブ事業の助成費
教 育 支 援 費 50,000 80,000 △ 30,000 研修会諸経費・現職教員対象研修会諸経費等
会 員 増 強 費 30,000 40,000 △ 10,000 新会員入会に関する通信費等
Ｈ Ｐ 運 営 費 270,000 270,000 0 ＨＰ維持費等
支部活動助成費 950,000 980,000 △ 30,000 支部助成、県支部助成、振替料等
支部活動祝金 200,000 200,000 0 支部総会・周年行事等の祝金
島嶼活動助成 15,000 15,000 0 支部長会交通費一部負担

事 務 費 3,480,000 3,410,000 70,000
事 務 用 品 費 90,000 70,000 20,000 事務用品、消耗品等
備 品 費 10,000 10,000 0 事務機器等
事務員行動費 1,080,000 1,080,000 0 本部事務員行動費、事務補助員行動費
事 務 所 費 1,500,000 1,850,000 △ 350,000 事務所借料、会議室使用料、光熱費電話代等
印 刷 費 90,000 50,000 40,000 資料文書等印刷費、印刷機保守契約
コ ピ ー 機 費 620,000 280,000 340,000 コピー機リース代等
通 信 費 90,000 70,000 20,000 事務局の通信連絡用諸費

交 通 費 1,400,000 1,220,000 180,000 役員会・部会・事務局等の交通実費等
全連退分担金 1,244,000 1,268,000 △ 24,000 全連退会費
運営資金積立金 30,000 10,000 20,000 周年事業積立
会員名簿積立金 20,000 10,000 10,000 会員名簿発行積立
諸 費 60,000 30,000 30,000 全連退関ブロ大会（群馬県）参加費等
雑 費 24,000 5,000 19,000 諸雑費
予 備 費 65,889 3,947 61,942 予備費
合 　 　 　 　 　 　 　 計 10,628,889 10,491,947 136,942

平成 29 年度　予算書　特別会計
1　運営資金積立金 2　会員名簿積立金

収　　入 支　　出 収　　入 支　　出
繰越金 1,735,823 繰越金 1,047,517
一般会計より繰入 30,000 一般会計より繰入 20,000
利息 100 計 0 利息 100 計 0

計 1,765,923 次年度繰越 1,765,923 計 1,067,617 次年度繰越 1,067,617
3　積立基本金

収　　入 支　　出
繰越金 29,123,627 一般会計へ 2,300,000
都民互助会寄付金 1,800,000
利息 4,000 計 2,300,000

計 30,927,627 次年度繰越 28,627,627

平成 29 年 4 月 1 日
東京都退職校長会　会長　多田　丈夫
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部
会

〃
会
報
部
会

14
《
短
歌
ク
ラ
ブ
》

18
会
計
部
会

19
総
務
部
会

22
人
材
バ
ン
ク
委
員
会

24
支
部
長
会
①

湯
島
の
動
静

（敬称略）

••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
春の叙勲受章会員

瑞宝小綬章　1 名
立田　六助（千葉北）
瑞宝双光章　9 名
鈴木　順一（世田谷）
柳瀬　　修（世田谷）
板倉　東男（葛　飾）

大野　　耕（北多摩北）
永瀬　純三（府　中）
國生千恵子（狛　江）
瀧井　正廉（千葉南）
岩城　俊一（千葉北）
中山　正彦（神奈川）

瑞宝小綬章　1 名
中村　賢治（山　梨）
瑞宝双光章　8 名
長谷川平四郎（杉　並）
阿久津福栄（日　南）
武田　惠子（日　南）

高山　初介（西多摩）
山本武太郎（千葉西）
内野　仁之（北多摩北）
中村　秀雄（神奈川）
廣瀬　昭江（茨　城）

••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
高齢者叙勲受章会員 （敬称略）
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一　

開
会
の
こ
と
ば

生
涯
学
習
部
部
長　

齊
藤
徳
蔵

二　

会
長
挨
拶　
　
　
　

多
田
丈
夫

　

生
涯
学
習
部
の
発
案
で
医
学
博
士

の
渡
辺　

仁
先
生
を
お
迎
え
し
て
、

本
会
の
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
〈
安
寧

と
幸
せ
を
求
め
て
〉
に
相
応
し
い
研

修
会
を
企
画
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
生
涯
学
習
部
の
周
到
な

準
備
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
日
の
出
席
者
の
7
割
以

上
の
方
が
80
歳
以
上
の
会
員
の
方
々

で
、
時
節
に
あ
っ
た
極
め
て
関
心
の

高
い
演
題
が
用
意
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ご
静
聴
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

三　

講
演

　

講
演
は
説
明
資
料
を
ス
ク
リ
ー
ン

に
大
き
く
投
影
し
な
が
ら
分
か
り
や

す
く
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

⑴　

日
本
人
の
平
均
寿
命

　
　
（
平
成
27
年
度
）

男
性
は
八
十
、七
五
歳
で
世
界
第
三
位

女
性
は
八
六
、九
九
歳
で

４
年
連
続
世
界
第
一
位

　

平
均
余
命
（
平
均
27
年
度
）

　
　
（
あ
と
何
年
生
き
ら
れ
る
か
）

　
　

七
五
歳
の
男
性　

十
二
年

　
　

七
五
歳
の
女
性　

十
五
年

⑵　

こ
の
五
十
年
で
科
学
（
医
学
）

は
ど
れ
ほ
ど
進
化
し
た
か
に
つ
い
て

興
味
深
い
具
体
例
が
示
さ
れ
、
そ
の

中
で
『
健
康
寿
命
』
の
話
が
あ
っ
た
。

『
健
康
寿
命
』
と
は
、
日
常
的
に
介

護
を
必
要
と
し
な
い
で
生
活
が
で
き

る
生
存
期
間
の
こ
と
。

　

男
性　

七
一
歳

　

女
性　

七
五
歳

が
示
さ
れ
、
男
女
共
に
世
界
第
一
位

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

（
平
成
26
年
度
）

　

な
お
、
百
歳
以
上
の
高
齢
者
数
は

平
成
二
十
六
年
に
六
万
人
を
突
破
し

た
。
五
十
年
前
の
昭
和
四
十
二
年
で

は
、
僅
か
二
百
五
十
人
で
し
た
。
こ

れ
ら
の
こ
と
は
実
に
す
ば
ら
し
い
こ

と
で
す
。

⑶　

健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う

厚
生
労
働
省
は
、『
健
康
寿
命
を
の

ば
そ
う
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
国
民

全
体
が
元
気
に
健
康
で
楽
し
く
毎
日

が
送
れ
る
こ
と
を
目
標
に

「
運
動
」、「
食
生
活
」、「
禁
煙
」

の
３
分
野
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

例
と
し
て

運
動
で
は
、
苦
し
く
な
ら
な
い
程
度

の
早
歩
き
。

食
生
活
で
は
、
い
つ
も
の
食
事
に
、

一
皿
の
野
菜
を
摂
る
こ
と
。

禁
煙　

た
ば
こ
は
健
康
を
損
な
う
。

⑷　

老
化
と
は
、
老
化
に
よ
る
変
化

老
化
は
、
身
体
の
全
て
の
臓
器
・
組

織
を
構
成
す
る
全
て
の
細
胞
に
起
き
、

二
十
代
か
ら
少
し
ず
つ
進
み
、
四
十

代
か
ら
老
化
の
症
状
を
認
め
る
よ
う

に
な
る
。

　

老
化
の
特
徴
は
細
胞
数
の
減
少
に

よ
り
臓
器
が
萎
縮
し
、
そ
の
た
め
生

理
的
な
機
能
が
低
下
す
る
。

　

①
予
備
力
の
低
下

　

②
防
衛
反
応
の
低
下

　

③
細
胞
数
の
減
少
に
よ
る
変
化

①
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
は
日
常
生

平
成
二
十
九
年
度
　
第
一
回
会
員
研
修
会

生
涯
学
習
部

○　

期
日　

　
　

平
成
二
十
九
年
五
月
十
日
㈬

○　

会
場　

東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

○　

演
題　

生
き
生
き
人
生

　
　
　
　
　
　

元
気
の
出
る
集
い

　
　
　
　
「
健
康
で
長
生
き
し
よ
う
」

　
　
　
　
　

め
ざ
そ
う
！
健
康
長
寿

　
　○　

講
演
者

　
　

医
学
博
士

　
　

渡
辺　

仁
先
生

　
　

医
療
法
人
社
団　

渡
辺
会

　
　
　

大
場
診
療
所　

副
医
院
長

　
　

中
野
区
医
師
会　

副
会
長

　
　

中
野
区
教
育
委
員
会
教
育
委
員

※　

司　

会　

東
京
都
退
職
校
長
会

　
　
　
　
　
　

生
涯
学
習
部
副
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

弘
志 
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活
で
の
体
力
は
保
持
し
て
い
る
が
、

走
っ
た
り
階
段
を
上
が
っ
た
り
す

る
た
め
の
予
備
の
力
が
低
下
す
る
。

②
に
つ
い
て
は
、
危
機
に
面
し
た
と

き
に
避
け
る
動
作
が
衰
え
て
く
る
。

病
原
菌
に
対
し
て
の
防
衛
反
応

（
免
疫
反
応
）
が
衰
え
て
く
る
。

年
齢
と
と
も
に
免
疫
機
構
が
低
下
、

そ
の
結
果
病
気
に
罹
り
や
す
く
な

る
。

③
に
つ
い
て
は
、
骨
格
筋
と
臓
器
の

細
胞
数
の
減
少
、
ま
た
脳
細
胞
の

減
少
も
あ
る
。

⑸　

免
疫
力
を
高
め
る
に
は
、

・
充
分
な
睡
眠

・
適
度
な
運
動

・
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

・
ス
ト
レ
ス
の
解
消

⑹　

六
十
五
歳
以
上
の
方
で
要
介
護

に
な
る
原
因
は
、

①
脳
血
管
疾
患
22
％

血
圧
の
薬
は
き
ち
ん
と
飲
む
こ
と
。

こ
こ
は
講
師
の
渡
辺　

仁
先
生
が

特
に
強
調
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

②
認
知
症　
　
　

15
％

③
衰
弱　
　
　
　

14
％

④
転
倒
・
骨
折　

10
％

⑺　

病
気
「
高
齢
者
」
と
栄
養
に
つ

い
て

①
一
般
的
に
は
蛋
白
質
、
ビ
タ
ミ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
、
必
須
脂
肪
酸
、
食
物

繊
維
が
不
足
が
ち
。

②
栄
養
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

　

糖
質
が
中
心
の
食
事
が
多
い
。

③
味
覚
の
低
下

　

塩
分
の
摂
取
量
が
多
く
な
る
。

④
咀
嚼
・
嚥
下
が
困
難

　

堅
い
物
や
繊
維
の
多
い
物
を
避
け

る
。（
肉
や
野
菜
が
不
足
が
ち
）

⑻　

高
齢
者
は
蛋
白
質
が
不
足

身
体
は
、
約
60
％
が
水
分
、
そ
し
て

約
20
％
が
蛋
白
質
で
、
筋
肉
、
皮
膚
、

臓
器
そ
し
て
ホ
ル
モ
ン
や
免
疫
体
な

ど
体
の
大
部
分
は
蛋
白
質
で
出
来
て

い
る
。
蛋
白
質
が
不
足
す
る
と
筋
肉

の
量
が
減
る
。蛋
白
質
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

低
栄
養
状
態
は
高
齢
者
（
特
に
、
介

護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
）
に
多
く

み
ら
れ
る
。

⑼　
『
高
齢
者
こ
そ
肉
を
』

『
見
過
ご
さ
れ
る

　
　
　

高
齢
者
の
栄
養
失
調
』

と
い
う
テ
レ
ビ
番
組
が
あ
っ
た
。

　

な
お
、
厚
生
労
働
省
は
健
康
づ
く

り
の
指
針
の
中
で
、

「
健
康
寿
命
の
延
伸
を
最
優
先
と
し
、

肉
な
ど
の
蛋
白
質
を
高
齢
者
が
し
っ

か
り
食
べ
る
よ
う
指
導
に
乗
り
出
し

た
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
も
肉
を
食
べ

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
講
師
の
渡
辺

　

仁
先
生
も
強
調
し
て
い
ま
し
た
。

⑽　

ビ
タ
ミ
ン
に
つ
い
て

ビ
タ
ミ
ン
は
体
内
で
作
れ
な
い
の
で

食
事
に
よ
っ
て
外
か
ら
摂
取
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
食
事
で
は
摂
れ
な

い
場
合
は
、
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
で

補
う
工
夫
も
必
要
で
す
。

⑾　

水
に
つ
い
て

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
水
。

　

水
は
必
須
の
物
質
で
あ
り
、
身
体

の
主
要
成
分
で
栄
養
素
を
運
搬
す
る

体
液
に
水
は
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

五
大
栄
養
素
に
水
も
加
え
て
、
六

大
栄
養
素
と
表
現
し
ま
す
。

　

水
分
不
足
に
よ
る
合
併
症
と
し
て
、

血
栓
症
、
心
不
全
、
急
性
腎
不
全
、

膀
胱
炎
な
ど
。

⑿　

講
演
の
結
び
で
、『
運
動
と
栄

養
』
を
強
調
し
、
特
に
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
勧
め
て
い
ま
し
た
。

四　

謝
辞　

副
会
長　

黒
田　

貞
夫

 〈
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
よ
り
〉

　

六
十
二
名
の
方
よ
り
貴
重
な
ご
意

見
を
い
た
だ
き
、
九
割
以
上
の
方
々

か
ら
大
変
良
か
っ
た
と
の
評
価
を
い

た
だ
い
た
。
ま
た
、
と
て
も
面
白
く

分
か
り
易
か
っ
た
。
も
っ
と
お
話
を

聞
き
た
か
っ
た
と
い
う
ご
意
見
が
多

か
っ
た
。

投影資料

投影資料
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去
る
５
月
16
日
（
火
）、東
京
ガ
ー

デ
ン
・
パ
レ
ス
で
、
第
２
回
教
育

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ
れ
た
。
今
回
の

内
容
は
昨
年
９
月
に
会
長
の
諮
問
事

項
で
立
ち
上
げ
ら
れ
た
「
業
務
改

善
・
基
金
検
討
員
会
」
の
答
申
を
受

け
、
基
調
講
演
並
び
に
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
計
画
さ
れ
た
。
43

各
支
部
長
推
薦
で
参
加
者
を
募
り
、

100
名
余
の
参
加
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

総
合
司
会
の
桑
原
副
会
長
の
開
会

挨
拶
に
始
ま
り
、「
私
と
東
京
都
退

職
校
長
会
」
と
題
し
て
基
調
講
演
を

検
討
委
員
会
委
員
・
評
議
員
代
表
の

大
橋
俊
郎
氏
か
ら
約
20
分
間
の
話
が

あ
っ
た
。
90
歳
を
超
え
た
氏
の
本
会

へ
の
か
か
わ
り
と
業
績
、
岐
路
に
さ

し
か
か
っ
て
い
る
現
況
と
充
実
・
発

展
を
願
う
熱
い
思
い
が
語
ら
れ
、
会

場
か
ら
も
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら

れ
た
。

　

次
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。

多
田
会
長
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
、

パ
ネ
ラ
ー
に
は
検
討
委
員
会
委
員
長

の
宇
津
木
順
一
副
会
長
、
委
員
会
委

員
と
し
て
桐
谷
澄
男
千
葉
南
部
支
部

長
、
今
井
重
夫
監
事
（
神
奈
川
県
）、

大
橋
俊
郎
評
議
員
代
表
、
支
部
長
代

表
は
、
東
條
康
永
埼
玉
県
支
部
長
、

寺
沢
史
日
南
支
部
長
、
小
林
博
文
京

支
部
長
、
田
原
良
敏
武
蔵
野
・
三
鷹

支
部
長
の
８
名
の
諸
氏
が
登
壇
し
た
。

　

冒
頭
、
本
日
の
パ
ネ
ル
は
委
員
会

報
告
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
た
め
、

会
則
の
改
正
に
焦
点
化
し
て
進
め
た

い
と
い
う
意
向
と
時
間
の
制
約
か
ら

進
行
上
の
約
束
を
パ
ネ
ラ
ー
に
同
意

を
得
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
各
パ
ネ

ラ
ー
の
簡
略
な
自
己
紹
介
後
、
委
員

会
報
告
と
し
て
宇
津
木
委
員
長
が
配

布
さ
れ
た
答
申
の
抜
粋
資
料
（
Ｈ
28
．

11
．
7
）
を
も
と
に
諮
問
事
項
４
点

の
う
ち
①
会
則
を
含
む
業
務
の
改
善

に
つ
い
て
説
明
を
し
た
。

〈
説
明
内
容
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
〉

・
会
則
の
制
定
・
一
部
改
正
か
ら
相

当
の
年
数
…
組
織
・
運
営
の
現
状

と
実
態
に
即
し
た
内
容
に
改
正
。

・
会
員
数
減
、
高
齢
化
か
ら
組
織
・

運
営
の
ス
リ
ム
化
が
課
題
…
状
況

を
踏
ま
え
た
会
則
の
検
討
が
必
要
。

・
社
会
環
境
や
会
員
の
状
況
等
の
変

化
に
対
応
…
会
則
は
基
本
的
・
原

則
的
な
内
容
に
改
正
。

・
細
部
の
き
ま
り
等
…
状
況
に
応
じ

て
変
更
可
能
な
細
則
、
規
定
等
で

補
充
す
る
こ
と
。

※
詳
細
は
、
会
報
第
190
・
191
・
192
・

194
・
195
・
196
号
に
経
過
報
告
と
抜

粋
紹
介
が
あ
る
。（
参
照
）

　

こ
れ
を
受
け
て
、
各
パ
ネ
ラ
ー
か

ら
感
想
・
意
見
等
が
述
べ
ら
れ
た
。

〈
紙
幅
の
都
合
で
主
な
点
の
み
〉

・
会
報
で
の
的
確
な
情
報
提
供
、
問

題
点
が
明
確
に
…
居
住
地
・
勤
務

地
ど
ち
ら
か
に
所
属
（
問
題
提
起

と
し
て
よ
い
）、
そ
の
際
、
会
費

の
徴
収
方
法
が
課
題
に
な
る
、
準

会
員
制
度
も
理
解
で
き
る
制
度
。

・
18
回
全
出
席
。
活
発
な
話
し
合
い
、

激
論
…
会
員
減
少
に
伴
う
諸
々
の

課
題
、
会
員
の
選
択
制
導
入
一
理

あ
り
。
地
域
だ
と
入
会
し
な
い
。

Ｂ
会
員
は
よ
そ
者
感
覚
。
会
員
増

に
「
選
択
制
度
」
は
ベ
タ
ー
。

・
会
員
減
は
収
入
減
。
組
織
上
の
ム

ダ
を
無
く
す
必
要
。
会
則
が
今
の

実
態
に
合
わ
な
い
の
は
事
実
。

・
会
員
減
は
会
費
の
収
入
減
。
事
業

は
縮
小
し
て
も
存
続
の
価
値
あ
り
。

現
状
に
応
じ
た
素
晴
ら
し
い
会
則

の
改
正
を
求
め
る
。（
以
下
略
）

　

そ
の
後
、
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

身
内
同
士
の
集
ま
り
で
あ
り
、
答
申

事
項
の
共
通
理
解
の
場
と
い
う
位
置

付
け
か
ら
、
会
場
の
意
見
も
伺
う
形

で
進
行
。
千
葉
西
部
の
藤
木
三
五
支

部
長
、
北
多
摩
西
部
の
池
谷
勇
氏
、

八
王
子
の
渡
辺
和
則
支
部
長
、
そ
し

て
女
性
の
立
場
か
ら
も
と
緒
方
良
子

中
野
支
部
長
、
大
崎
美
代
子
北
支
部

長
を
指
名
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
、
感
想
・
意
見
・
留
意
点
等
々
を

寄
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

予
定
の
２
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間

に
経
過
し
、
終
わ
り
に
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
多
田
会
長
が
パ
ネ
ラ
ー
並

び
に
参
加
者
へ
の
出
席
の
お
礼
と
こ

の
委
員
会
立
ち
上
げ
の
経
緯
を
述
べ

た
。

　

４
つ
の
諮
問
は
「
と
ん
で
も
な
い

こ
と
を
提
案
」「
身
の
程
を
考
え
ろ
」

の
思
い
だ
が
、
会
長
就
任
時
「
今
や

ら
ね
ば
」「
な
ん
と
か
せ
ね
ば
」
の

決
意
の
表
れ
で
あ
る
こ
と
、「
支
部

あ
っ
て
の
本
部
、
会
員
あ
っ
て
の
組

織
」
運
営
を
肝
に
銘
じ
、
64
年
の
本

会
の
歩
み
の
中
で
、
時
代
の
変
化
に

対
応
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
補
う
意

味
で
あ
る
こ
と
を
理
解
願
い
た
い
と

い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
契
機
に
、
今
後
は
作
業
部
会

に
答
申
内
容
の
論
点
整
理
を
託
す
る

こ
と
、
そ
の
際
、
決
し
て
結
論
を
急

が
ず
、
焦
ら
ず
、
全
会
員
の
声
に
耳

を
傾
け
な
が
ら
、
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト

等
も
実
施
し
な
が
ら
本
会
の
存
続
・

発
展
に
益
す
る
改
善
と
な
る
よ
う
努

め
る
こ
と
を
約
束
し
終
了
し
た
。

（
副
会
長　

桑
原
利
夫
）

「
第
２
回
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
イ
ン
東
京
２
０
１
７
」

の
開
催
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調
布
支
部
は
、
平
成
二
年
北
多
摩

南
支
部
か
ら
独
立
し
27
年
に
な
る
。

83
名
の
会
員
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

現
在
は
26
名
の
小
規
模
な
支
部
で
あ

る
。

・
会
報
「
ゆ
う
ゆ
う
」
に
つ
い
て

　

支
部
発
足
当
初
か
ら
発
行
し
て
い

る
会
報
は
今
年
度
で
70
号
に
な
る
。

第
１
号
は
発
足
４
年
目
の
平
成
六
年

で
「
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
糧
に
」
と

の
初
代
遠
藤
薫
支
部
長
の
巻
頭
言
で

発
行
さ
れ
て
い
る
。
B4
二
つ
折
り
の

手
作
り
で
、
現
在
も
そ
の
形
式
を
踏

襲
し
て
い
る
。

　

会
報
の
名
の
由
来
は
、
退
職
後
の

生
活
は
「
悠
々
自
適
」
で
あ
ろ
う
か

ら
、
そ
の
語
源
の
様
々
な
字
の
中
か

ら
選
び
、
総
会
で
決
め
た
と
記
録
に

残
っ
て
い
る
。
先
輩
諸
氏
の
真
摯
な

取
り
組
み
に
頭
の
下
が
る
想
い
で
あ

る
。

　

内
容
は
、
行
事
の
報
告
や
新
会
員

　

平
成
二
十
九
年
度
の
板
橋
支
部
の

活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
年
々
会
員

減
少
で
寂
し
い
限
り
で
す
が
、
先
輩

の
築
い
て
こ
ら
れ
た
支
部
の
活
動
を

繋
げ
て
い
く
べ
く
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

板
橋
支
部
発
足
以
来
続
い
て
い
る

活
動
に
、
教
育
懇
話
会
と
総
合
作
品

展
が
あ
り
ま
す
。

①
教
育
委
員
会
と
の
懇
話
会

　

平
成
二
十
八
年
度
は
、
教
育
長
よ

り
、・「
教
育
の
板
橋
」
を
創
り
上
げ

る
こ
と
、・「
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
教
育
活

動
」
に
変
え
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て

の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
熱
く
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

教
師
は
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
を

と
こ
と
ん
大
切
に
す
る
、
校
園
長
は

一
人
ひ
と
り
の
教
師
を
と
こ
と
ん
大

切
に
す
る
、
さ
ら
に
教
育
委
員
会
は

一
人
ひ
と
り
の
校
園
長
を
と
こ
と
ん

大
切
に
す
る
、
と
い
う
教
育
長
の
言

葉
は
、
大
変
印
象
的
で
し
た
。

②
小
中
学
校
校
長
会
と
の
懇
話
会

　

一
年
交
代
で
懇
話
会
を
開
き
ま
す
。

板
橋
区
で
は
、
平
成
二
十
八
年
度
ま

で
に
全
小
中
学
校
に
電
子
黒
板
が
設

置
さ
れ
、
効
果
的
な
活
用
に
向
け
て

の
研
修
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
は

じ
め
は
抵
抗
感
が
あ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
慣
れ
る
に
従
い
、
Ｉ
Ｔ
の
機
能

を
使
い
こ
な
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
授
業
に
お
け
る
マ
ナ
ー
・

ル
ー
ル
の
徹
底
、
教
科
に
応
じ
た

ノ
ー
ト
指
導
な
ど
、
具
体
的
な
指
導

を
共
通
し
て
進
め
て
い
る
姿
に
感
心

し
ま
し
た
。

　

顔
な
じ
み
で
あ
っ
た
り
、
新
採
当

時
の
恩
師
で
あ
っ
た
り
し
て
、
同
じ

道
を
歩
む
者
と
し
て
の
親
し
み
を
感

じ
ま
す
。
退
職
後
は
退
職
校
長
会
へ

の
入
会
の
お
誘
い
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

③
総
合
作
品
展

　

先
輩
Ｏ
先
生
の
発
案
で
平
成
九
年

か
ら
始
ま
っ
た
「
作
品
展
」
は
、
途

中
か
ら
「
総
合
作
品
展
」
に
変
更
し

た
も
の
の
、
今
も
続
い
て
お
り
、
平

成
二
十
八
年
度
は
第
二
十
回
を
迎
え

ま
し
た
。

　

会
員
減
少
に
伴
い
、
出
品
数
も
少

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
日
頃
趣
味
で

続
け
て
い
る
こ
と
、
身
近
な
写
真
、

研
究
な
ど
範
囲
を
広
げ
ま
し
た
。
更

に
尺
八
、
ギ
タ
ー
の
演
奏
、
折
紙
や

エ
コ
工
作
の
実
演
な
ど
発
表
の
場
と

し
て
取
り
入
れ
、
五
十
八
点
の
作
品

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

第
二
十
回
と
い
う
こ
と
で
板
橋
区

長
も
応
援
出
品
し
て
く
だ
さ
り
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
大
き
い
作
品
は
会

員
が
車
で
搬
入
す
る
な
ど
き
め
細
か

な
対
応
で
準
備
し
ま
し
た
。

　

開
催
に
は
苦
労
も
あ
り
ま
す
が
、

何
よ
り
も
久
し
ぶ
り
に
皆
と
会
っ
て

懐
し
い
話
が
で
き
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
相
互
交
流
の
場
と
し
て
、

ま
た
生
涯
学
習
発
表
の
場
と
し
て
有

意
義
な
活
動
を
今
後
も
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

支
　
部
　
だ
　
よ
　
り

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

板
橋
の
活
動

板
橋
支
部
長
　
小
林
　
和
子

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
糧
と
し
て

調
布
支
部
長
　
渡
邉
　
孝
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挨
拶
、
長
寿
者
の
言
葉
、
そ
の
時
々

の
教
育
問
題
へ
の
論
評
、
会
員
の
近

況
等
、
編
集
委
員
の
企
画
で
多
く
の

会
員
の
声
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

・
主
た
る
行
事
に
つ
い
て

　

本
支
部
の
行
事
は
、
総
会
・
役
員

会
・
研
修
会
・
見
学
会
・
新
年
会
で

あ
る
。

　

研
修
会
は
、
講
師
を
招
聘
し
て
の

会
も
行
う
が
、
平
成
16
年
か
ら
始
め

た
現
職
校
長
会
と
の
懇
談
会
は
、
会

員
に
と
っ
て
市
の
教
育
の
現
況
を
学

ぶ
重
要
な
研
修
と
な
っ
て
い
る
。
毎

年
小
学
校
、
中
学
校
と
交
互
に
会
合

を
設
定
し
て
い
る
。

　

第
一
回
か
ら
の
話
題
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
そ
の
年
々
の
教
育
課
題

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。・
各
学

校
に
主
幹
を
置
く
・
長
期
休
業
中
の

教
員
の
勤
務
・
学
校
評
議
員
制
度
等

様
々
で
あ
る
。昨
年
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
話
題
と
な
り
、
各
学
校

が
推
進
校
と
し
て
様
々
な
取
り
組
み

を
進
め
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

会
場
と
し
て
様
々
な
競
技
が
行
わ

れ
る
調
布
市
の
教
育
面
で
の
対
応
を

期
待
し
た
い
。

　

見
学
会
は
、
平
成
11
年
か
ら
行
っ

て
い
る
。
市
内
や
近
辺
に
は
見
学
場

所
が
多
く
あ
り
、
普
段
何
気
な
く
訪

問
し
て
い
る
所
を
講
師
を
招
い
て
専

門
的
な
見
方
で
学
ぼ
う
と
計
画
し
た
。

　

神
代
植
物
公
園
・
深
大
寺
・
武
者

小
路
実
篤
公
園
・
下
布
田
遺
跡
・
郷

土
博
物
館
・
調
布
市
西
部
の
公
共
施

設
（
都
調
布
市
福
祉
園
・
警
視
庁
警

察
学
校
・
青
少
年
交
流
館
）
ま
た
、

狛
江
市
や
日
野
市
等
近
隣
の
市
も
訪

問
し
て
い
る
。

　

平
成
28
年
度
は
調
布
駅
に
近
い
布

多
天
神
社
を
訪
問
し
た
。
普
段
何
気

な
く
参
拝
し
て
い
る
天
神
社
だ
が
、

宮
司
さ
ん
の
説
明
を
受
け
て
、
由
緒

あ
る
古
天
神
が
身
近
に
あ
る
こ
と
を

改
め
て
知
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
研
修
会
や
見
学
会
の
状

況
は
会
報
で
報
告
す
る
。「
ゆ
う
ゆ

う
」
が
ふ
れ
あ
い
を
更
に
深
め
る
糧

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

三
宅
支
部
の
あ
る
三
宅
島
は
、
伊

豆
諸
島
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
、
東
京

都
心
か
ら
南
に
約
一
八
〇
キ
ロ
の
位

置
に
あ
り
ま
す
。

　

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
年
）
に

噴
火
し
、
四
年
五
カ
月
に
及
ぶ
島
外

全
島
避
難
と
い
う
稀
有
の
経
験
を
し

ま
し
た
。

　

こ
の
噴
火
に
際
し
ま
し
て
は
東
京

都
を
は
じ
め
全
国
の
た
く
さ
ん
の

方
々
よ
り
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

平
成
十
七
年
の
帰
島
以
降
も
山
頂

か
ら
は
ガ
ス
の
放
出
が
あ
り
、『
三

宅
村
役
場
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
○
○
地
区
に
レ
ベ
ル
○
の

注
意
報
（
警
報
）
が
発
令
さ
れ
ま
し

た
。』
と
い
う
村
内
放
送
が
流
さ
れ

ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年
は
ガ
ス
の
放

出
が
激
減
し
、
居
住
地
区
で
は
ガ
ス

の
臭
い
を
感
じ
る
こ
と
は
な
く
、
島

全
体
も
落
ち
着
い
て
い
ま
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

島
と
と
も
に三

宅
支
部
長
　
浅
沼
　
洋

　

三
宅
島
で
の
支
部
活
動
は
、
毎
年

春
に
開
催
さ
れ
る
年
一
回
の
支
部
総

会
と
本
部
か
ら
の
「
会
報
」
配
布
、

小
学
校
・
中
学
校
へ
の
訪
問
等
を
中

心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
数
は
、
現
在
九
名
で
島
に
五

つ
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
居
住
し

て
い
ま
す
。
総
会
に
は
小
学
校
・
中

学
校
の
現
職
校
長
に
も
参
加
し
て
も

ら
い
、
会
員
の
近
況
報
告
や
各
地
区

の
情
報
提
供
を
は
じ
め
、
小
学
校
、

中
学
校
の
様
子
な
ど
も
共
有
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
十
二
年
の
噴
火
前
は
三
校
ず

つ
あ
っ
た
小
学
校
・
中
学
校
も
、
児

童
・
生
徒
数
の
減
少
も
あ
り
、
現
在

は
保
育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
都

立
高
校
が
各
一
校
ず
つ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
各
園
・
校
と
も
小
規
模
少
人

数
で
す
が
、
活
発
な
教
育
活
動
が
行

わ
れ
、
小
学
校
・
中
学
校
で
は
一
人

一
台
ず
つ
の
機
器
を
揃
え
て
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、

授
業
も
参
観
す
る
機
会
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
合
同
の
運
動
会
、
音
楽
発

表
会
、
作
品
展
や
学
芸
会
、
文
化
祭
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等
に
案
内
を
も
ら
っ
て
、
会
員
そ
れ

ぞ
れ
が
出
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
会
員
の
減
少
や
島
外
で
の
活
動

等
に
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
会
員
同

士
の
緊
密
な
連
携
と
学
校
と
の
交
流

を
中
心
に
活
動
を
更
に
続
け
て
い
く

つ
も
り
で
す
。

　

今
、
三
宅
島
は
帰
島
か
ら
一
〇
年

以
上
が
経
ち
、
青
い
海
と
緑
の
大
地
、

季
節
ご
と
の
色
彩
豊
か
な
花
、
鳥
の

さ
え
ず
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

応
募
コ
ー
ナ
ー

第
196
号
の
会
報
紙
で
「
書
画
・
写
真
」
等
の
応
募
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
早
速
、

水
墨
画
（
葉
書
）
を
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
会
報
部
）

水
墨
画

題
名
「
朝
の
風
」　　
　
　
　
　
　

世
田
谷
支
部　

渡
邊
貞
之
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本
号
の
巻
頭
言
『
課
題
山
積
、
教

育
の
弊
害
へ
の
目
配
り
を
』
を
ぜ
ひ

と
も
熟
読
、
玩
味
を
！　

そ
れ
に
し

て
も
凄
い
。『
藤
井
聡
太
四
段
』

　

第
六
十
四
回
総
会
報
告
も
、
ご

ゆ
っ
く
り
お
読
み
く
だ
さ
い
。
支
部

だ
よ
り
は
、
板
橋
・
調
布
・
三
宅
島

の
三
支
部
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
宅
島
か
ら
は
…
帰
島
か
ら
十
年
以

上
が
経
ち
、
青
い
海
と
緑
の
大
地
、

季
節
ご
と
の
色
彩
豊
か
な
花
…
鳥
の

さ
え
ず
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

第
一
回
会
員
研
修
会
（
生
涯
学
習

部
）
生
き
生
き
人
生　

元
気
の
出
る

集
い　

渡
辺
仁
医
学
博
士
の
「
健
康

で
長
生
き
し
よ
う
」
め
ざ
そ
う
！
健

康
長
寿
。　

今
の
私
た
ち
に
必
読
、

そ
し
て
実
行
の
数
々
。　

健
康
寿
命

を
の
ば
そ
う
。
あ
と
何
年
生
き
ら
れ

る
か
。「
第
２
回
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

イ
ン
東
京
２
０
１
７
」
の
開
催
も
あ

り
ま
し
た
。
で
は
ま
た
次
号
で
。

　

会
報
部
一
同
、
本
年
度
も
頑
張
り

ま
す
。

（
八
重
樫
正
男
）

編　
集　
後　
記

こ
の
子
ら
の
心
晴
れ
る
日　

待
ち
わ
び
る

話
す
れ
ど
も
黙
し
て
語
ら
ず

子
ど
も
ら
に
何
も
出
来
ず　

悔
い
残
る　

こ
の
苦
し
み
を
毎
日
背
負
い
て

こ
の
子
ら
の
定
規
真
直
に　

伸
ば
し
て
や
れ
る
日　

い
つ
か
来
た
ら
ん

中
野
支
部　

田
中
弘
志

青
春
が
七
十
路
昔
に
回
帰
せ
り　

蛮
か
ら
兄
よ
り
音
信
あ
り
て

ふ
さ
ふ
さ
と
紅
の
実
の
イ
イ
ギ
リ
は

群
れ
な
す
鳥
の
祭
の
宴

初
蝉
や
少
年
大
志
の
日
は
遥
か

ニ
ー
ニ
ー
蝉
の
初
鳴
き
は
青
春
の
調
べ
。
心
と
き
め
く
老
い

の
春
は
東
北
の
地

府
中
支
部　

和
知
光
儀

短
歌
・
俳
句

応
募
コ
ー
ナ
ー

（平成 29 年 6 月 20 日届出現在）

氏　

名

年
月
日

支
部
名

校種

年齢

名簿頁

増
田
　
佐
吉
27
・
1
・
1
静
　
岡

高

83

143

牧
瀬
　
克
英
28
・
6
・
21
鹿
児
島

小

73

144

下
田
　
迪
雄
28
・
11
・
5
練
　
馬

小

92

41

中
島
　
　
洽
28
・
12
・
23
神
奈
川

中

87

132

小
貫
　
隼
男
29
・
1
・
19
神
奈
川

小

91

134

鈴
木
洋
一
郎
29
・
1
・
22
千
葉
西

小

83

115

松
久
保
泰
介
29
・
1
・
26
杉
　
並

中

84

29

河
上
　
一
雄
29
・
2
・
13
武
蔵
野
・
三
鷹

高

76

73

佐
久
間
清
典
29
・
2
・
15
調
　
布

小

88

90

渡
辺
弘
一
郎
29
・
3
・
3
埼
　
玉

高

101

125

中
山
清
太
郎
29
・
3
・
3
大
　
田

小

89

12

時
松
　
茂
親
29
・
3
・
7
埼
　
玉

中

91

123

金
子
　
泰
三
29
・
3
・
11
北
多
摩
西

高

89

93

金
澤
　
十
郎
29
・
3
・
15
大
　
田

小

96

14

沢
辺
　
壽
一
29
・
3
・
18
北
多
摩
中

小

91

86

斎
藤
　
正
夫
29
・
3
・
24
大
　
田

小

90

16

新
井
　
　
久
29
・
3
・
25
中
　
野

小

89

25

福
田
　
三
郎
29
・
3
・
26
埼
　
玉

小

99

127

宇
井
　
治
郎
29
・
3
・
28
北
多
摩
中

中

87

82

高
橋
　
貞
夫
29
・
3
・
31
世
田
谷

小

84

19

南
雲
　
啓
一
29
・
4
・
5
大
　
田

小

92

15

小
林
　
雅
昭
29
・
4
・
7
豊
　
島

小

89

31

𠮷
田
　
崇
雄
29
・
4
・
8
千
葉
北

高

69

121

柴
屋
　
晴
夫
29
・
4
・
9
板
　
橋

中

79

37

古
川
　
純
市
29
・
4
・
13
目
　
黒

小

89

11

張
江
　
幸
男
29
・
4
・
21
千
葉
南

中

86

136

潮
木
　
孝
吉
29
・
4
・
23
世
田
谷

小

95

21

鈴
木
　
清
茂
29
・
4
・
30
茨
　
城

小

99

142

赤
岩
　
　
一
29
・
5
・
11
足
　
立

小

91

47

田
村
　
　
斐
29
・
5
・
15
板
　
橋

中

85

37

三
澤
　
秀
雄
29
・
5
・
18
町
　
田

小

96

63

芳
賀
　
利
正
29
・
5
・
22
町
　
田

中

93

64

丸
林
　
俊
一
29
・
6
・
11
北
多
摩
西

小

81

96

紅
床
　
　
哲
29
・
6
・
26
練
　
馬

小

90

39

　

作
品
募
集

　

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
（
ひ
と
り
三
首

ま
で
）・
コ
ン
ト
（
百
字
程
度
）
等
を

葉
書
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
書
画
・
写
真
」
等
の
作
品
も
募
集

い
た
し
ま
す
。
作
品
の
写
真
ま
た
は

デ
ー
タ
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
原
則
、

返
却
し
ま
せ
ん
。

　

掲
載
時
の
大
き
さ
等
は
割
付
状
況
に

よ
り
異
な
る
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

送
り
先　

〒
113－

0034

　

東
京
都
文
京
区
湯
島
４－

12－

３

　
　

日
公
連
ビ
ル
５
Ｆ

　

東
京
都
退
職
校
長
会　

会
報
部


